多言語使用に関する研究
－英語と日本語を中心に－

山田太郎（＊＊大学）

1．はじめに

　英語は現在、多くの地域で～～～～～

2．データベース
2.1 データベースの概略
データベースの詳細は～～～～～～～～

	





＜図1＞ データベースの統計データ

2.2 データベースの問題点
　データベース[footnoteRef:1]は～～～～～～～～ [1:  本稿におけるデータベースは～～～～] 


2.2.1 問題点１

3．データベースを用いた研究例

現状のデータベースは、～～～～～～～～～

＜表1＞ データベースに見る各言語の数
	日本語
	1313

	デンマーク語
	357

	イタリア語
	252



【引用】家庭は子どもへの言語教育の実施や方法を考える最小の単位であるとする考え方に基づくFLP（Family Language Policy、家庭言語政策）は、「言語実践」「ビリーフ/イデオロギー」「言語政策/言語計画」の3つによって構成されており、それは言語に関する「ビリーフ/イデオロギー」によって方向付けられる（Spolsky, 2004）。

4．おわりに

本発表では、～～～～～
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＊＊作成要領＊＊
1. 要旨文の分量は次の作成要領に従い、B5用紙4ページ以内に納める。

2. 要旨文の作成要領は次のとおりである。
① 編集用紙の種類はB5とし、用紙余白は上·下1.5cm、左·右2.5cmとする。
② 各部分のフォントと段落は次のとおりにする。
論文題目：ポイント12, 太字, 中央寄せ
副題：ポイント11, 中央寄せ
<1行空け>
発表者名(所属)：ポイント 11, 太字, 右寄せ
<1行空け>
大見出し：ポイント 11, 太字, 左寄せ
<1行空け>
本文：ポイント 10, 両側混合
中見出し：ポイント 10, 左寄せ
小見出し：ポイント 10, 左寄せ
引用：ポイント 9, 両側混合, 行間隔 160, 段落 左余白 3文字
脚注：ポイント 9, 両側混合
参考文献：ポイント 9, 両側混合

3. 要旨集の印刷費1万ウォンは学術発表会の発表要旨投稿締切日または学会発表
当日に受付で納付する。要旨文の分量が4ページを超過した場合、1ページに
つき1万ウォンを追加で負担する。

